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講演会・講習会 日本化学会が主催・共催・協賛・後援し，
本誌に掲載された討論会に関する情報は，

下記本会ホームページからもご覧になることができます。
www.chemistry.or.jp/event/calendar/index.html原則として日本化学会の会員は，主催者の会員と同等の条件（参加費用）で参加できます。

この欄への掲載については，日本化学会ホームページwww.chemistry.or.jp/journal/kakou-1/koen-boshu.htmlをご参照下さい。
なお，日程・内容などが変更になる場合もございますので，最新の情報は各主催者のHPなどでご確認下さい。

ʮค຤ɾଟ݁থͷ Xઢղੳߨशձʯ
―最新の研究事例から学ぶ 

実践的アプローチ―

ओɹ࠵　日本݁থ学会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ 月 15 日（ਫ）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　େެࡕ絶େ学 I-site なんば（େࢢࡕ
緝଎区ෑ௡東 2-1-41）ʤަ通ʥ「େࠃொ」「ܙ
美ਢொ」「ٶࠓॉ」Ӻよりెา
参加ਃࠐ締切　定員（100 名）になり࣍ୈ
参加費　日本݁থ学会およͼ指定学会会員
6,000 円，協賛学会会員 8,000 円，一般
10,000 円，学ੜ 3,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　େެࡕ絶େ学　ٱ保田Ղج　
E-mail: kubotayoshiki@omu.ac.jp　https://

crsj.jp/news/2025/250804xrd.html

合ಉެ։ߨԋձ 
࣍ੈ୅ޫ௨信Λ࣮͢ݱΔ 

޲৽ٕज़ಈ࠷
ओɹـۙ　࠵化学協会機ೳੑ৭ૉ部会　ۙـ
化学協会Τレクトロχクス部会
支部ـ日本化学会ۙ　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ 月 17 日（ۚ）13 ࣌ 30 分ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　େࡕՊ学ٕ術ηンター6֊605号ࣨ

（େࢢࡕ੢区ਟ本ொ1-8-4）ʤަ通ʥOsakaMetro

࢛つڮઢ「本ொ」Ӻ 25・28 番ग़ޱより๺へ
ెา約 7 分ਟެԂ๺٧め
参加ਃࠐ締切　10月 6日（月）たͩし定員（対
面 40 名，Φンライン 90 名）になり࣍ୈ締切
1ɽ৽たなՁ஋૑଄へのνϟレンジ　ʕ૝૾と૑
଄，ޫٕ術のਐ化 IOWN とともに（NTT）େ
੢ࠤ知ࢠ
2ɽޫಋ೾緔のためのϙリマーࡐ料࢓様とϙ
リマーޫಋ೾緔σόイスのޫ電紪合ٕ術応用
ੴᒕਸ明（େ理工ܚ）
3ɽ࣍ੈ代ޫ通信޲けੴ英ޫܥファイόٕ術

（ॅ紖電工）௕୩઒݈美
4ɽ࣍ੈ代ޫ通信σόイスへの応用に޲けた
電ޫؾ学ϙリマーࡐ料・プロηスٕ術։発
（情報通信研究機ߏະ絗 ICT 研究所）ࢁ田ढ़
थ
参加費　協賛団体・日本化学会所ଐ会員
10,000円，学ੜ2,000円，会員外15,000円，
主催団体所ଐ会員無料
࠙਌ձ　17 ࣌ 15 分ʙ18 ࣌ 30 分，ATRIO 

CAFE にて。会費 3,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　550-0004　େࢢࡕ੢区ਟ本
ொ 1-8-4　େࡕՊ学ٕ術ηンター 6֊　一般ࣾ
団法人ۙـ化学協会機ೳੑ৭ૉ部会・同　Τ
レクトロχクス部会　電話（06）6441-5531　
FAX（06）6443-6685　E-mail:  seminar@

kinka.or.jp　https://kinka.or.jp/dye/saishin.

html#sec20251017

ୈ 50ճϨʔβݦඍڀݚڸձɾ 
ୈ 23ճҩ༻෼ޫֶڀݚձɹ 

合ಉڀݚձ
ओɹ࠵　レーβݦඍڸ研究会　ҩ用分ޫ学研
究会

日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ 月 23 日（໦）ʙ25 日（౔）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ࡳຈڭࢢҭ文化会ؗ（ࡳຈࢢ中ԝ区
๺ 1 条੢ 13 ஸ目）ʤަ通ʥࡳຈࢢӦ地下మ東
੢ઢ「੢ 11 ஸ目」Ӻ，ࢢ電「੢ 15 ஸ目」ఀ
参加ਃࠐ締切　10 月 17 日（ۚ）
参加費　一般 3,000 円，学ੜ 2,000 円
࠙਌ձ　10月24日（ۚ）18࣌，ڭҭ文化会ؗ　
研修ࣨ 403 にて。会費：一般 4,000 円，学ੜ
2,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　๺ւಓେ学　େ学Ӄ情報Պ
学研究Ӄ　ڮ本　क　E-mail: slm.medspc@

ist.hokudai.ac.jp　https://www.ist.hokudai.

ac.jp/labo/bmsys/jslm&medsp/

ळقృྉߨԋձ 
 対Ԡٕज़ͷڥೳੑృྉと؀ػ

޲৽ಈ࠷
ओɹ࠵　৭ࡐ協会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ月 24日（ۚ）9࣌ 40分ʙ16࣌ 50

分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　σΟーアイγーϏル　2F 会ٞࣨ（中
ԝ区日本ڮ 3-7-20）ʤަ通ʥ東京メトロۜ࠲
ઢ・東੢ઢ/都Ӧઙ૲ઢ「日本ڮ」Ӻからెา
約 2 分，JR「東京」Ӻからెา約 5 分
参加ਃࠐ締切　定員（100 名）になり࣍ୈ
　৭ࡐ協会関東支部ృ料部会では，ృ料業ք
のٕ術޲上と発లを目的として，य़قとळق
の೥ 2 回のృ料講演会を։催しております。
本೥のळقృ料講演会では，ۙ೥注目を集め
る機ೳੑృ料の࠷৽ٕ術とڥ؀ෛՙ௿ݮにߩ
紇さ׆前ઢでご࠷，について޲するٕ術動ݙ
れているઌੜ方にご講演していたͩきます。
1ɽ三ඛέϛカルのݯࢿ॥؀に޲けたऔり組
み（三ඛέϛカル）ࠜ本࢘ߞ
2ɽඍࡉ形ঢ়による機ೳੑృບの形成（Φー
΢Τル）ڮ୩田　ߊ
3ɽ自動ंృ૷ラインの௿Թߗ化への௅ઓ（Ѵ
化成）஛໺૱ࢤ
4ɽCN࣮現に޲けた自動ं用ۚܕ内ృ૷用ృ
料։発（日本ペイント・ΦートϞーテΟϒίー
テΟングス）઒合࢙و
5ɽ機ೳੑృບとしてのೱްϙリマーϒラγ
ٕ術の応用ల։（京େ化学研）⁋Ҫܟ緶
6ɽඍੜ物によるഇృ料のݯࢿ化ٕ術（Inbound 

Japan）࡚ٶ絧ٱ
参加費　会員（協賛学協会会員共）20,000

円，会員外 33,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　150-0013　ौ୩区ܙൺण3-12-8　
東京ృ料会ؗ201号ࣨ　一般ࣾ団法人৭ࡐ協
会事務局　電話（03）3443-2811　FAX（03）3443-
3699　E-mail: admin@jscm.or.jp　https://

shikizai.org/syukitoryokouenkai_2025/

ձڀݚද໘ࢠ෼ߴ25�1
―高分子表面・界面のみえる化最前線―

ओɹߴ　࠵分ࢠ学会　ߴ分ࢠ表面研究会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ月 24日（ۚ）9࣌ 55分ʙ17࣌ 20

分

։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　東京理Պେ学৿ށ記೦ؗୈ 1 フォー
ラム（৽॓区神ָࡔ 4-2-2）ʤަ通ʥJR 総෢
ઢ，地下మ有ָொઢ・東੢ઢ・ೆ๺ઢ「൧田
Ӻ下ंెา「ڮ 10 分，都Ӧ地下మେށߐઢ
Ӻెา「ࡔ神ָࠐڇ」 10 分
参加ਃࠐ締切　10 月 21 日（Ր）12 ࣌
1ɽ։会のѫࡰ
2ɽ緭प೾分ޫによる表面・ք面の分ޫ分ੳ

（千組େ）ٶ前޹行
3ɽૉࡐ設ܭに޲けたιフトマター表面・ք
面の局所力学物ੑղੳ（෋࢜フイルム）ֿ୩
஧ࢤ
4ɽઌ୺ݦඍڸ法による複合ࡐ料ք面の見え
る化（東๺େ）ਞ内࢘ߒ
5ɽӷ中ߴ分ղೳ AFM 分ੳٕ術の։発とイΦ
ンӷ体・ߴ分ࢠӷ体・ӷ体ۚଐへの応用（京
େ）一Ҫ　ਸ
6ɽメカϊクロϛζムを絧用したߴ分ࢠの応
力・ഁյの可ࢹ化（東京Պ学େ）େ௩英޾
7ɽ෬せられて見えないຎࡲք面を೗Կにし
て見える化するか　ʕその場࡯؍・AE ηンγ
ングによる可ࢹ化アプローν（࡛ۄ工େ）௕
୩ѥ絥
ด会のѫࡰ
参加費　ا業 5,500 円，େ学・ެ׭ி 3,300

円，学ੜ 2,200 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　104-0042　中ԝ区入ધ3-10-9　
ެӹࣾ団法人ߴ分ࢠ学会　事業՝　電話
（03）5540-3771　FAX（03）5540-3737　E- 
mail: jigyo@spsj.or.jp　https://member.spsj.

or.jp/event/index.php?id=751

ୈ 412ճӷମΫϩϚτάϥϑΟʔ
ஊձ࠙ڀݚ

―プロテオミクスを達成する選択肢―

ओɹ࠵　日本分ੳ化学会・ӷ体クロマトグラ
フΟー研究࠙ஊ会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ10　ظ 月 24 日（ۚ）13 ࣌ʙ17 ࣌ 5 分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　株式会ࣾౡ௡੡作所　東京支ࣾイベ
ントホール（千代田区神田ۋொ 1-3）ʤަ通ʥ
東京メトロۜ࠲ઢ「神田」Ӻよりెา 10 分
参加ਃࠐ締切　10 月 16 日（໦）（入ۚ締切࣌
15：ࠁ ࣌まで）
　プロテΦϛクス研究ٕ術はトップスϐーυ
でਐ化しています。ۃඍ継タンύク࣭研究を
加଎させるため，ଟ͘の࣮ݧબ୒ࢶを࣋つこ
とは非常にॏ要です。本例会では「બ୒ࢶ」
にフォーカスし，現場で׆用・応用できる࠷
৽のプロテΦϛクスٕ術情報・研究成Ռをご
講演いたͩきます。
ɹԋߨ
1ɽ講演主୊֓આ（ΦーΨナイβー）（೶研機
ࢠلѥڮߴ（ߏ
2ɽプロテΦームղੳ用αンプルௐ੡の方法
とϙイント（αーϞフΟッγϟーαイΤンテ
ΟフΟック）ࢁڇ正人
3ɽプロテΦϛクスにおける前ॲ理のબ୒ࢶ

（ジーΤルαΤインス）ଠ田ໜಙ
4ɽタンύク࣭ফ化߬ૉ・Ҡ動૬・カラムの
બ୒ࢶと組み合わせ（日本΢ォーターζ）ࣉ
࡚ਅथ
5ɽ৯物アレルήン分ੳにおけるࢼ紅બ୒と
前ॲ理・ଌ定の࠷ద化（日本৯඼ݕ査）٦田　
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ن
6ɽプロテΦϛクスによるψクレΦιームߏ
଄ղੳへのアプローν（東େ定継ੜ໋Պ学研）
綩美؛ࠜ
7ɽ総ׅ：プロテΦϛクスをୡ成するબ୒ࢶ

（東理େ）中ଜ　紽
参加費　学ੜ 1,000 円，後援学会・個人会員
4,000 円，後援学会・団体会員 4,500 円，そ
のଞ 5,000 円
࠙਌ձ　講演終了後，講ࢣをަえて情਌ަ׵
会を։催します。会費 5,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　（ެࣾ）日本分ੳ化学会・ӷ
体クロマトグラフΟー研究࠙ஊ会　E-mail: 
takahashi.akiko073@naro.go.jp　https://

www.lckon.org/lckon/reikai/lckon0412.html

୸ૉࡐྉֶձߨૅجशձ
―炭素材料の構造および機能性の評価―

ओɹ࠵　୸ૉࡐ料学会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ 10　ظ 月 30 日（໦）9 ࣌ 30 分ʙ31 日
（ۚ）9 ࣌ 30 分
։࠵方ࣜ　Φンライン
参加ਃࠐ締切　10 月 22 日（ਫ）※紨ศৼ替で
の支෷を希望される方は，10 月 13 日（月）ま
で
　本講習会では୸ૉࡐ料の応用։発を見ਾえ
て，୸ૉࡐ料のߏ଄・形ଶ，物ੑ，機ೳをධ
Ձする分ੳख法の正確な理ղと習得を目指し
ます。
参加費　ʤ個人料ۚ（1 名のみ઀ଓ可）ʥʪ2 日
ίースʫ正会員（協賛学協会ؚ）・賛ॿ会員
50,000円，学ੜ会員（協賛学協会ؚ）10,000

円，非会員75,000円，学ੜ非会員20,000円，
ʪ1 日ίースʫ正会員（協賛学協会ؚ）・賛ॿ
会員 30,000 円，学ੜ会員（協賛学協会ؚ）
5,000 円，非会員 50,000 円，学ੜ非会員
10,000 円，ʤグループ料ۚ（参加申ࠐ者をؚ
む࠷େ 5名઀ଓ可）ʥʪ2日ίースʫ正会員（協
賛学協会ؚ）・賛ॿ会員・学ੜ会員（協賛学協
会ؚ）・学ੜ非会員からなるグループ 75,000

円，学ੜ会員（協賛学協会ؚ）のみのグルー
プ 15,000 円，学ੜ非会員のみまたは学ੜ会
員（協賛学協会ؚ）・学ੜ非会員からなるグル
ープ 30,000 円，学ੜ以外の非会員をؚむグ
ループ 112,500 円，ʪ1 日ίースʫ正会員（協
賛学協会ؚ）・賛ॿ会員・学ੜ会員（協賛学協
会ؚ）・学ੜ非会員からなるグループ 45,000

円，学ੜ会員（協賛学協会ؚ）のみのグルー
プ 7,500 円，学ੜ非会員のみまたは学ੜ会員

（協賛学協会ؚ）・学ੜ非会員からなるグルー
プ 15,000 円，学ੜ以外の非会員をؚむグル
ープ 75,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　୸ૉࡐ料学会ૅج講習会ϔ
ルプσスク　E-mail: tanso-koshukai@conf.

bunken.co.jp　https://www.tanso.org/event/

academic/event2025/octseminar2025/

2025೥౓࢈૯ݚΤωϧΪʔɾ 
 γϯϙδ΢ϜγϦʔζڥ؀

ʮ༗ػϑοૉԽ合෺౳ͷԽֶ෺࣭
Λ८Δ՝୊とٕज़ֵ৽ͷࡏݱ஍ʯ

―環境と産業の共生を支える 

測定・処理・管理技術の最前線―

ओɹ࢈　࠵業ٕ術総合研究所
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ10　ظ 月 31 日（ۚ）13 ࣌ʙ17 ࣌ 15 分
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　࢈総研綤ւ෭都心ηンター別ؗ 11

֊会ٞࣨ（ߐ東区੨ւ 2-4-7）ʤަ通ʥΏりか
もめ「テレίムηンター」Ӻెา 3 分，りん
かいઢ「東京テレϙート」Ӻెา約 15 分
参加ਃࠐ締切　10 月 22 日（ਫ）17 ࣌
　ۙ೥，࢒絾ੑ΍೉分ղੑを有する化学物࣭
によるڥ؀およͼ݈߁へのリスクに対する関
心がߴまる中，とりわけ一部の有機フッૉ化
合物は，ࠃ際的にも純ઌ的な対応が求められ
る化学物࣭܈として注目されています。本講
演会では，有機フッૉ化合物等の化学物࣭を
औり͘ר現ঢ়に対し，ܭଌٕ術，分ղ・ॲ理
ٕ術，化学物࣭؅理に関するࢹ఺から，ڥ؀
と࢈業の共ੜに޲けて求められる࠷৽の研究
成Ռ΍ٕ術・੓ࡦ動޲を঺հします。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　PFAS 対ٕࡦ術ίンιーγアム事務
局　E-mail: pfas.info@campuscreate.com　
https://forms.gle/SqJmMnCUvj7LWRC26

問合先　305-8569　 つ͘ばࢢখ໺઒ 16-1　
૑ੜ研究部໳　研ڥ؀　業ٕ術総合研究所࢈
究発表会事務局　E-mail: M-EMRIsympo-ml@

aist.go.jp　https://unit.aist.go.jp/env-mri/

kouenkai/2025/index.html

ԽֶिؒɹເɾԽֶô21 
ୈ 34ճ౦ւ஍۠ 

දަྲྀձൃڀݚԽֶߍ౳ֶߴ
ओɹ࠵　日本化学会東ւ支部化学ڭҭ協ٞ会
ձɹ11　ظ 月 3 日（月）10 ࣌ 30 分ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　三ॏେ学ҩ学部　綤চୈೋ講ٛ （ࣨ௡
ڮށߐࢢ 2-174）ʤަ通ʥۙమ名ݹ԰ઢ「ށߐ
Ӻからెา「ڮ 15 分，ۙమ名ݹ԰ઢ「௡」Ӻ
東4ޱ番のりばから三ॏަ通όス「େ学පӃ」
または「େ学පӃ前」下ं
参加ਃࠐ締切　10 月 24 日（ۚ）たͩし定員

（100 名）になり࣍ୈ
1ɽӭ͙人工イクラのӡ動Ⅳ　ʕήルपғのਫ
紾ӷの絻れの可ࢹ化（Ἒ৓ݝ日絶๺ߴ）
2ɽԘੑج条件下におけるメνレンϒルーの
৽ن൓応の発見（名ݹ԰޲ࢢ絊ߴ）
3ɽインジΰカルϛンのੑࢎ条件下における
ม৭について（Ѫ知ݝ一ߴٶ）
4ɽυローンによるඍখマイクロプラスνッ
クの分ੳ（ذෞݝീඦ௡ߴ）
5ɽҿ料ਫ中࢒絾マイクロプラスνックのࢵ
外ઢによる分ղ（ذෞذݝෞߴ）
6ɽฏಁߧੳ法を用いたスライムのՍڮ形成
൓応についての࡯ߟ（௕໺ਡ๚ਗ਼続ߴ）
7ɽϤ΢ૉ࣌ܭ൓応における൓応条件と൓応
଎౓のൺֱ（名ݹ԰޲ࢢ絊ߴ）
8ɽCO2 ਗ਼ਫݝऩ継がม化する条件（੩Ԭٵ
東ߴ）
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　E-mail　E-mail のタイトルに

「東ւ地区ߴ等学校化学研究発表ަ絻会参加
申ࠐ」と記入し，1ɽࢯ名・同;りがな，2ɽ
学校名・学೥，3ɽ連絡ઌ（紨ศ番号・ॅ所・
電話番号・E-mailアυレス）などを明記の上，
お申しࠐみ下さい。
ਃࠐ先ɾ問合先　468-8502　名ݹ԰ࢢఱന区
Ԙޱז 1-501　名৓େ学೶学部　ᖛ本ത三　
E-mail: hamam@meijo-u.ac.jp　https://tokai.

chemistry.or.jp

ୈ 53ճ先୺Պֶηϛφʔ
―電気化学のための計算化学入門―

ओɹ࠵　電ؾ化学会関東支部
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ11　ظ 月 6 日（໦）10 ࣌ʙ16 ࣌ 35 分
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　中ԝେ学・後ָԂキϟンύス 3 号ؗ
14 ֊（文京区य़日 1-13-27）ʤަ通ʥ東京メ
トロ「後ָԂ」Ӻからెา約 5 分
参加ਃࠐ締切　10 月 15 日（ਫ）
　電ؾ化学会関東支部では 2020 ೥以降「電
化学入໳」と୊したઌ୺ࢉܭ化学のためのؾ
Պ学ηϛナーをا画して参りました。受講者
のօ様にࢉܭを体ݧしていたͩき，その࣮際
のૢ作に৮れるキッカέにしていたͩ͘，体
，回はࠓ。を設けております࠲の࣮ફ講ܕݧ
ۙ೥電ؾ化学分໺でも関心がߴまͬているୈ
一原理ࢉܭに関して，Φンσマンυ഑信΍ラ
イϒηッγϣンでのಛ別講演のا画の௥加を
し，さらに内容をॆ࣮させました。ॳめて受
講の方はもちΖん，過ڈに受講された方々も
ؚめ，研究者，Τンジχア，学ੜ，また׭࢈
学問わず，෯޿い業種のօ様からのฃͬての
ご参加をお଴ち申し上͛ます。
ʦ講ٛのΦンσマンυ഑信ʧ
1ɽࢉܭ化学֓緫（ૣେ）ᅳ本խ޺
2ɽ継ࢠ化学ࢉܭ（ߕೆେ）ࢁ本խത
3ɽୈ一原理ࢉܭ（ஜ೾େ）େ୩　࣮
4ɽ分ࢠ動力学ࢉܭ（ԣࠃେ）都ங੣ೋ
5ɽࢉܭιフト঺հ（アυόンスιフト）੢
原ܘܛ
ʦライϒηッγϣンʧ（ϋイϒリッυ）
1ɽ࣮行ҕ員௕ѫࡰ，झ旨આ明
2ɽ講࠲ࢣஊ会（講ࢣ঺հ）
3ɽಛ別講演（ஜ೾େ）େ୩　࣮
4ɽνϡートリアル・࣮ફࢉܭ化学　ʙࢎ化ؐ
してみようʂʤ前編ʥࢉܭ電Ґをݩ
5ɽνϡートリアル・࣮ફࢉܭ化学　ʙࢎ化ؐ
してみようʂʤ後編ʥࢉܭ電Ґをݩ
6ɽด会のѫࡰ
参加費　個人会員（日本化学会員，協賛学会
員ؚむ）15,000 円，法人会員（日本化学会
員，協賛学会員ؚむ）20,000 円，非会員
30,000 円，学ੜ 3,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　電ؾ化学会関東支部　https://kanto.

electrochem.jp/pages/notice/seminar/page-
seminar_202510.html

問合先　305-8573　つ͘ばࢢఱԦ台 1-1-1　
電ؾ化学会関東支部　事務局　⁋ଜਗ਼໵　電
話（0 2 9）8 5 3- 5 3 5 8　E-m a i l :  k a n t o @

electrochem.jp

ୈ 36ճ 
ϓϥζϚΤϨΫτϩχΫεߨशձ
―プラズマプロセスの基礎と先端応用技術―

ओɹ࠵　応用物理学会プラζマΤレクトロχ



756

お知らせ 行事一覧 講演会・講習会 研究発表会―発表募集 研究発表会―プログラム

化学と工業  │  Vol.78-10 October 2025

ձɹ11　ظ 月 15 日（౔）10 ࣌ʙ16 ࣌ 30 分
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　๺ւಓڭҭେ学ࡳຈӺ前αテライト
中ԝ区๺ࢢຈࡳ） 5 条੢ 5 ஸ目 7　sapporo55　
4 ֊）ʤަ通ʥJR「ࡳຈ」Ӻ੢ޱよりెา 2 分
参加ਃࠐ締切　10 月 27 日（月）
ಛ別講演：ڭ員絋成の現場から見るখ中ߴ化
学分໺のܥ౷ੑと求められるٶ）࣭ࢿ৓ڭҭ
େ）Ԑ౉英೭
ఏݴ：「理Պ（化学）ڭҭにおけるখ・中・
େ学でのऔり組み」を・ߴ 4 件΄ど予定（ఏ
ݴ 20 分，࣭ٙ応౴ 5 分ఔ౓）
自索౼緫：「খ・中・ߴ・େ学での研究࣮ફ
と՝୊に関する౼緫」（1 ࣌ؒఔ౓）
参加費　無料
࠙਌ձ　希望者。会費 4,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　060-8628　ࡳຈࢢ๺区๺
13 条੢ 8 ஸ目　๺ւಓେ学େ学Ӄ工学研究
Ӄ ࡐ 料 Պ 学 部 ໳ 内　 ࡔ 入 正 හ　E-mail: 
msakairi@eng.hokudai.ac.jp　https://forms.

gle/daCP7aCv2b5G1Pgo8

大ڭࡕҭ大ֶެ։࠲ߨ 
ࣨڭと਌ͷָ͍͔͠が͘ࢠ

ओɹ࠵　େڭࡕҭେ学
支部ـ日本化学会ۙ　࠵ɹڞ
ձɹ11　ظ 月 15 日（౔）13 ࣌ʙ16 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　େڭࡕҭେ学ദ原キϟンύス（ദ原
Ѵϲٰࢢ 4-698-1）ʤަ通ʥۙమେࡕઢ「େࡕ
ҭେ前」Ӻ下ंెา約ڭ 15 分（றं場有）
参加ਃࠐ締切　9 月 15 日（月）ʙ10 月 15 日
（ਫ）
　େ学の研究ࣨでの࣮ݧ：指の໛ܕを作Ζ
う・きれいにޫるӷ体を作Ζう・ペットボト
ルの中で紫মけを作Ζう・૲ՖのしおりとՖ
Րを作Ζうなどの࣮ݧテーマを用意していま
す。申しࠐみの際にબ୒して下さい（֤テー
マについて定員があります）。
対ɹ象　খ学ੜ（4・5・6 ೥ੜ）と保ޢ者の
ペア（必ずペアで参加して下さい）。খ学校ڭ
紐の参؍もܴ׻（事前にご連絡下さい）。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web　下記参加申ࠐ方法 HP

の「参加申ࠐフォーム」からお申しࠐみ下さ
い。
ਃࠐ先ɾ問合先　େڭࡕҭେ学　種田ক࢚　
電話（072）978-3398　E-mail: koukai@bur.

osaka-kyoiku.ac.jp　https://x.gd/kagaku

ୈ 413ճӷମΫϩϚτάϥϑΟʔ 
ஊձ࠙ڀݚ

―HPLC，LC/MSの基礎と応用―

ओɹ࠵　日本分ੳ化学会・ӷ体クロマトグラ
フΟー研究࠙ஊ会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ11　ظ 月 21 日（ۚ）13 ࣌ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　株式会ࣾ日絶ϋイテクアナリγス　
αイΤンスιリϡーγϣンラボ東京（中ԝ区
৽෋ொ 2-15-5　RBM ங地Ϗル）ʤަ通ʥ東京
メトロ有ָொઢ「৽෋ொ」Ӻよりెา 1 分
参加ਃࠐ締切　11 月 14 日（ۚ）（入ۚ締切：
15 ࣌まで）
　HPLC，LC/MS はڥ؀，৯඼，ҩ紅඼，ࡐ
料など，様々な分໺の分ੳで෯׆͘޿用され

https://www.kitasato-u.ac.jp/l isci/news/

TOsymp2025.html

大ڭࡕҭ大ֶެ։࠲ߨ 
தֶ生ͷたΊͷָ͍͔͠がࣨ͘ڭ
ओɹ࠵　େڭࡕҭେ学
支部ـ日本化学会ۙ　࠵ɹڞ
ձɹ11　ظ 月 8 日（౔）13 ࣌ʙ16 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　େڭࡕҭେ学ദ原キϟンύス（ദ原
Ѵϲٰࢢ 4-698-1）ʤަ通ʥۙమେࡕઢ「େࡕ
ҭେ前」Ӻ下ंెา約ڭ 15 分（றं場有）
参加ਃࠐ締切　9月 8日（月）ʙ10月 8日（ਫ）
　େ学の研究ࣨでの࣮ݧ：緎ۚ術ࢣになΖ
う・指の໛ܕを作Ζう・フΣϊールフタレイ
ン΍きれいにޫるޫܬ物࣭を作Ζうなどの࣮
みの際にࠐテーマを用意しています。申しݧ
બ୒して下さい（֤テーマについて定員があ
ります）。
対ɹ象　中学ੜ。学校ڭ紐の参؍もܴ׻（事
前にご連絡下さい）。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web　下記参加申ࠐ方法 HP

の「参加申ࠐフォーム」からお申しࠐみ下さ
い。
ਃࠐ先ɾ問合先　େڭࡕҭେ学　種田ক࢚　電
話（072）978-3398　E-mail: koukai@bur.osaka-
kyoiku.ac.jp　https://x.gd/kagaku

NIMS Award Symposium 2025
―持続可能社会を切り拓く 

エネルギー関連材料と技術　 

～ペロブスカイト太陽電池～―

ओɹ࠵　物࣭・ࡐ料研究機ߏ
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ11　ظ 月 11 日（Ր）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　つ͘ばࠃ際会ٞ場　中ホール300（つ
͘ばࢢ஛Ԃ 2-20-3）ʤަ通ʥつ͘ばΤクスプ
レスઢ「つ͘ば」Ӻెา約 10 分
参加ਃࠐ締切　11 月 5 日（ਫ）
　「NIMS Award γンϙジ΢ム」は，NIMS 

Award の受৆者のޭ੷をশえるとともに，関
連する分໺のஶ名な研究者およͼ NIMS 研究
者が一ಊに会し，࠷ઌ୺の研究についてٞ緫
するࠃ際γンϙジ΢ムです。ࠓ೥౓の NIMS 

Award は，ペロϒスカイトଠ絊電஑の࣮用化
を切り୓いた，ࡔٶ　力　ࢯ（ۅӂԣ඿େ），
Henry J. Snaith ，（Φックスフォーυେ）ࢯ
Nam-Gyu Park が受৆されま（େؗۉ成）ࢯ
した。γンϙジ΢ムでは 3 の受৆記೦講演ࢯ
の΄か，ট଴講演，NIMS 研究者による講演
およͼϙスターηッγϣンを予定していま
す。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　物࣭・ࡐ料研究機ߏ NIMS 

Awardγンϙジ΢ム2025ಛ設αイト　https://

www.nims.go.jp/nims-award-symposium/

2025೥๺ւಓ஍۠ 
Խֶڭҭٞڠڀݚձ

ओɹ࠵　日本化学会๺ւಓ支部　日本分ੳ化
学会๺ւಓ支部
日本化学会　࠵ɹڞ

クス分Պ会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ11　ظ 月 7 日（ۚ）8 ࣌ 50 分ʙ17 ࣌ 15

分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　名৓େ学ఱനキϟンύス N304 講ٛ
ࣨ（名ݹ԰ࢢఱന区Ԙޱז 1-501）ʤަ通ʥ地
下మ௽෣ઢ「Ԙޱז」Ӻ下ं 1 番ग़ޱ（ӈ）
ెา約 4 分
参加ਃࠐ締切　10 月 20 日（月）
1ɽプラζマのૅج：電ࢠিಥஅ面ੵと電ࢠ
紑送ಛੑ（ࣨ絥工業େ）઒ޛ　ޱ
2ɽプラζマ਍அٕ術のૅجと࠷৽動޲（中
部େ）খ઒େี
3ɽઈԑບΤッνング（ߴアスペクトൺホー
ルΤッνング）のૅجと࠷前ઢ（キΦクγア）
େଜޫ޿
4ɽ半ಋ体੡଄におけるプロηスインフォマ
テΟクス（東京Τレクトロン）ໜ໦߂య
5ɽઌ୺3D集ੵ޲けプラζマੑ׆化΢Τϋ઀
合のٕ術֓要と՝୊（ԣࠃେ）Ҫ上࢙େ
参加費　協賛学協会個人会員：一般 22,000

円，学ੜ 6,000 円（੫10%・ࠐ 対象，テキス
ト代をؚむ）
࠙਌ձ　17 ࣌ 30 分ʙ19 ࣌。会費 2,500 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　応用物理学会事務局　https://

eventpay.jp/event_info/?shop_code=42106

45660589436&EventCode=4129202449

問合先　185-8601　ࠃ分ࢢࣉ東緅ϲۼ 1-280　
দ Ҫ　 都（日 絶 ੡ 作 所）　E-mail: miyako.

matsui.sh@hitachi.com

ୈ 8ճ Tishler�O－muraߨԋձ
ओɹ࠵　๺統େ学େଜஐ記೦研究所
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ11　ظ 月 8 日（౔）13 ࣌ʙ16 ࣌ 30 分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　നۚキϟンύス๺統େ学紅学部େଜ
記೦ホール（ߓ区നۚ 5-9-1）ʤަ通ʥJR・東
京メトロۜ࠲ઢ・半ଂ໳ઢ「ौ୩」Ӻ東ޱ下
ं，「田ொ」Ӻ行都όス「田 ౷で約ܥ「87 15

分「๺統研究所前」下ं
参加ਃࠐ締切　10 月 20 日（月）
1ɽA new paradigm for self-resistance  

in antibiotic- producing bacteria（Monash 

Warwick Alliance Professor of Sustainable 

Chemistry Department of Chemistry, Univer-
sity of Warwick）Gregory L. Challis

2ɽKitasato Institute`s challenge in Ghana : 
Building a co-creation-based schistosomiasis 

control package（Kitasato University, Japan）
Naotoshi Tsuji

3ɽBats as reservoirs of viral zoonoses : how 

Egyptian fruit bats combat Marburg virus in-
fection（Robert Koch-Institute, Germany）
Joseph Prescott

4ɽStrategy for malaria elimination（Japan 

Institute for Health Security（JIHS）, Japan）
Shigeyuki Kano

参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　ୈ 8 回 Tishler-Oʵmura 講演会事務局　
h t t p s ://d o c s . g o o g l e . c o m/f o r m s/d/e/ 

1FAIpQLSfJ_GjxmfGhkafVvxg8zi68y0s4nbw

XXPne40-ZHHPQ3Tm8LA/viewform

問合先　108-8641　ߓ区നۚ 5-9-1　ୈ 8 回
Tishler-Oʵmura 講演会事務局　FAX（03）5791-
6335　E-mail: tosympo@kitasato-u.ac.jp　
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参加ਃࠐ締切　12 月 10 日（ਫ）
　ιリϡーγϣンαーϏスは٬ސの՝୊ղܾ
を目的としたఏҊ΍支援を行う業務です。本
例会では，LC およͼ LC/MS 分໺で受ୗ分ੳ
΍ٕ術支援を行う組৫のٕ術΍事例を঺հし
ます。
1ɽ講演主୊֓આ（ΦーΨナイβー）（੢Ԭٕ
術࢜事務所）੢Ԭ綉ଠ
2ɽLC/MS で切り୓͘૑紅・ҩ綒のιリϡー
γϣンαーϏス（東レリαーνηンター）ᓎ
Ҫ　प
3ɽLC/MS を用いたੜ体ࢼ料中ೱ౓分ੳにお
けるトラϒルγϡーテΟング（ॅ化分ੳηン
ター）দҪ੣一
4ɽ自動分ੳιフト΢Σアを׆用した HPLC

の分ੳメιッυ։発支援（化学物࣭ධՁ研究
機ࡔ（ߏ຀　׮
5ɽ৯඼分ੳ機関における౶維の分ੳ（日本
৯඼分ੳηンター）ԣ関ढ़ত
6ɽߴ分ղೳキϟϐラリーカラムを用いる২
物索絗成分の分絲分ੳ（アクアス）খ綠ࢿ޺
7ɽ࣭継分ੳに関する様々なιリϡーγϣン
αーϏス ʙLC/MS，イメージング，マスス
ペクトルղੳなど（඿দҩՊେ/ΤムΤス・ι
リϡーγϣンζ）/（プレッύーζ）∁ڮ　๛
8ɽౡ௡੡作所の分ੳιリϡーγϣンに関す
るऔり組み（ౡ௡੡作所）ࣉ田英හ
9ɽ総ׅ：LC ͼٴ LC/MS 分໺におけるιリ
ϡーγϣンαーϏス（東理େ）中ଜ　紽
参加費　学ੜ 1,000 円，後援学会・個人会員
4,000 円，後援学会・団体会員 4,500 円，そ
のଞ 5,000 円
࠙਌ձ　講演終了後。会費 5,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　（ެࣾ）日本分ੳ化学会・ӷ
体クロマトグラフΟー研究࠙ஊ会　E-mail: 
nishioka@nipeo-chem.com　https://www.

lckon.org/lckon/reikai/lckon0414.html

ୈ 137ճ৮ഔ౼࿦ձ
ओɹ࠵　৮ഔ学会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ3　ظ 月 23 日（月），24 日（Ր）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　東京Պ学େ学େԬࢁキϟンύス（目
ࢁ区େԬࠇ 2-12-1）ʤަ通ʥ東ٸେҪொઢ・
目ࠇઢ「େԬࢁ」ӺେԬࢁ東地区正໳までె
า 1 分
参加ਃࠐ締切　講演申ࠐ・講演者参加ొ緪申
締ࠐ締切：11月7日（ۚ），一般参加ొ緪申ࠐ
切：下記 HP にてごҊ内
ୈ 137 回৮ഔ౼緫会は，ಛ別講演，B1 講演

B2講演，（಄発表：10分発表，15分౼緫ޱ）
಄発表：20ޱ） 分発表，5 分౼緫），B3 講演
಄発表：10ޱ） 分発表，10 分౼緫）およͼϙ
スター発表でߏ成される予定です。B1 講演
には，純ल講演৆およͼ学ੜ純ल講演৆，B3

講演には学ੜ講演৆，ϙスター発表には，学
ੜϙスター発表৆を設定します。৆に関する
。は，下記৮ഔ学会HPを参照して下さいࡉৄ
参加費　下記 HP にてごҊ内
࠙਌ձ　3 月 23 日（月）（予定）
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　101-0062　千代田区神田駿
河台 1-5　化学会ؗ 3F　一般ࣾ団法人৮ഔ学
会　電話（03）3291-8224　E-mail: catsj@pb3.

so-net.ne.jp　https://catsj.jp/catsj-meeting

　化学݁合・分ߏࢠ଄に絶٭したアルϛχ΢
ム化合物のಛҟ的な൓応ੑについてઆ明しま
す。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　日本化学会関東支部　E- 
mail: kanto@chemistry.or.jp　https://kanto.

csj.jp/

ք໘Պֶ࣮ફ࠲ߨ 2025ɹ 
ʕૅجとԠ༻ʢ౦ւʣʕ

ओɹ࠵　日本紎化学会東ւ支部　日本紎化学
会ք面Պ学部会（東ւ）
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ12　ظ月 12日（ۚ）9࣌ 30分ʙ16࣌ 50

分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　名ݹ԰ࢢ絶େ学ࢁࡩキϟンύス੢౩
2 ֊講ٛࣨ A（名ݹ԰ࢢਸ਼ึ区ਸ਼ึொ字઒੅
1）ʤަ通ʥ地下మࡩ通ઢ「ࢁࡩ」Ӻ下ं 3 番
ग़ޱす͙
参加ਃࠐ締切　11 月 28 日（ۚ）
　ք面Պ学ٕ術は，様々な࢈業քで෯͘޿絧
用され，Ϟϊ଄りにおいて見絝とすことので
きないϙイントとなͬています。本講࠲は，
ք面Պ学関連ا業の৽入ࣾ員，業務上ք面Պ
学のૅج知ࣝが必要な中ࣾݎ員およͼӦ業関
係の方，ք面Պ学を専߈する学ੜを主なる対
象として，֤࢈業քで׆かせるք面Պ学のج
ૅとۙ࠷のトϐックスを中心に，「わかり΍
すい」をϞットーに։催しております。
1ɽք面֓ࡎੑ׆緫 ʙ両਌ഔੑ分ࢠのߏ଄・
物ੑ・機ೳ（名工େ）ࢁ本　紈
2ɽೕ化・分ࢄのૅجと応用（中京紎ࢷホー
ルσΟングス）加౻紤و
3ɽαステナϒルք面ࡎੑ׆όイΦ IOS の։
発（ՖԦ）ٶ㟒ರ࢙
4ɽ分ࢄのૅجと応用 ʙ用్にదしたఴ加ࡎ
のબ定方法（Ϗックέϛー・ジϟύン）ถ原　
ത
5ɽϐッカリングΤマルγϣンのಛੑと化হ
඼への応用（ϙーラ化成工業）中୩明߂
参加費　ී通会員・法人会員・協賛団体会員
10,000 円，学校・ެ׭ி 5,000 円，非会員
14,000 円，学ੜ 500 円
࠙਌ձ　17ʙ19 ࣌，名ݹ԰ࢢ絶େ学ࢁࡩキ
ϟンύスੜ協にて。会費1,000円（学ੜ無料）
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　460-0011　名ݹ԰ࢢ中区େ
ਢ 1-35-18　一ޫେਢϏル 7 ֊　中部Պ学ٕ
術ηンター内　日本紎化学会東ւ支部事務局　
電話（052）231-3070　E-mail: yuka@cstc.or.jp　
https://www.cstc.or.jp/

ୈ 414ճӷମΫϩϚτάϥϑΟʔ 
ஊձ࠙ڀݚ

―LC及び LC/MS分野における 

ソリューションサービス―

ओɹ࠵　日本分ੳ化学会・ӷ体クロマトグラ
フΟー研究࠙ஊ会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ12　ظ 月 17 日（ਫ）13 ࣌ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　株式会ࣾౡ௡੡作所　東京支ࣾイベ
ントホール（千代田区神田ۋொ 1-3）ʤަ通ʥ
ઢ「神田」Ӻよりెา࠲ۜ 10 分

ているख法です。目的をୡ成するためには，
。知ࣝを習得することは必要ෆ可ܽですૅج
本例会では，HPLC，LC/MS に用いる૷ஔ，
カラム，ਫ，ࢼ紅などに関する，ૅجから，
の事例をؚめた応用例までご講演いたͩࠓࡢ
きます。
ɹԋߨ
1ɽ講演主୊֓આ（ΦーΨナイβー）（関東化
学）ࡔ本緭則
2ɽHPLC，LC/MS に用いるࢼ紅・紾ഔのج
ૅと࠷৽トϐックス（関東化学）ࡔ本緭則
3ɽ前ॲ理のૅجと固૬நग़の使用方法（ジ
ーΤルαイΤンス）ଠ田ໜಙ
4ɽC18 カラムのૅجとΦリΰ֩ࢎのෆ७物
分ੳへの応用（化学物࣭ධՁ研究機ߏ）ࡔ຀　
׮
5ɽߴ଎ӷ体クロマトグラフΟーのݕग़ثબ
定のج本と࠷৽トϐックス（ౡ௡੡作所）内
田あずさ
6ɽLC/MS，LC/MS/MS により得られるマス
スペクトルղੳのૅجと応用（඿দҩՊେ/Τ
ムΤス・ιリϡーγϣンζ）/（プレッύーζ）
๛　ڮ∁
7ɽ総ׅ：HPLC，LC/MS のૅجと応用（東
理େ）中ଜ　紽
参加費　学ੜ 1,000 円，後援学会・個人会員
4,000 円，後援学会・団体会員 4,500 円，そ
のଞ 5,000 円
࠙਌ձ　講演終了後，講ࢣをғんで情報ަ׵
会を։催します。会費 5,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　（ެࣾ）日本分ੳ化学会・ӷ
体クロマトグラフΟー研究࠙ஊ会　E-mail: 
sakamoto-kazunori@kanto.co.jp　https://

www.lckon.org/lckon/reikai/lckon0413.html

Խֶ΁ͷট଴ɹʕߨԋձ 
ΞϧϛͷԽֶ

―アルミニウム発見（単離） 
200周年を迎えて―

ओɹ࠵　日本化学会関東支部
ձɹ11　ظ 月 22 日（౔）13 ࣌ʙ15 ࣌ 20 分
։࠵方ࣜ　Φンライン
参加ਃࠐ締切　当日まで
　毎೥ご޷ධをいたͩいている「化学へのট
଴　ʕ講演会」ですが，ࠓ回はアルϛχ΢ムに
関する講演会をا画しました。（1）アルϛχ
΢ムの発見とٕ術ల։の綿࢙，ならͼにૉࡐ
のັ力΍ࠓ後の発ల，（2）アルϛχ΢ムのリ
αイクルのॏ要ੑと՝୊，෋ࢁେ学でのऔり
組み，（3）化学݁合・分ߏࢠ଄に絶٭したア
ルϛχ΢ム化合物のಛҟ的な൓応ੑの 3 つの
話୊をそれぞれご専໳のઌੜにご঺հいたͩ
きます。アルϛχ΢ムのଟ࠼なັ力を知るこ
とのできるوॏな機会です。օ様のご参加を
心よりお଴ちしております。
1ɽアルϛχ΢ムの綿࢙とັ力（東京Պ学େ
名累）統　ୡ紩
　アルϛχ΢ムの発見とٕ術ల։の綿࢙なら
ͼにૉࡐのັ力΍ࠓ後の発లについて঺հし
ます。
2ɽアルϛχ΢ムのアップグレーυリαイク
ル（෋ࢁେ都ࢢσβイン）খ໺英थ
　アルϛχ΢ムのリαイクルのॏ要ੑと՝
୊，෋ࢁେ学でのऔり組みについてઆ明しま
す。
3ɽアルϛχ΢ムの分ࢠ化学（東๺େӃ理）௕
田ߒ一
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❶掲載対象
① “講演会・講習会”欄，“発表募集”欄に掲載する行事は，日本化学
会の本部，支部，部会，研究会が，主催，共催，協賛，後援するも
のに限ります。

② 掲載は，当会の主催を除き，事前に共催・協賛・後援依頼申請後，許
諾認可番号を受けたものが対象となります。許諾認可番号のない行
事の原稿は掲載できませんのでご注意下さい。

③ 「化学と工業」誌“行事一覧”は，日本化学会ホームページ・イベン
トカレンダーに掲載されます。
❷掲載欄
① 掲載は，“講演会・講習会”欄かまたは“発表募集”欄のどちらか 1

回に限ります。両方への掲載はできません。
② “講演会・講習会”欄に掲載する内容は，“主催者側からの依頼によ
る講演などが中心の行事”の参加募集です。

③ “発表募集”欄に掲載する内容は“一般応募による講演などが中心の
行事”の発表募集です。
❸参加登録費
　 原則として日本化学会個人会員が主催者の会員と同等の条件（参加
費用）で参加できることが化工誌への掲載条件です。参加費の設定
が複数ある場合には，別に本会会員の参加費を明記して下さい。
例：○○学会会員 10,000 円，日本化学会会員 10,000 円，共催団体
15,000 円，非会員 20,000 円

❹原稿締切日と掲載月
① 原稿締切日は，毎月 25 日です。前月 26 日から当月 25 日までの投
稿原稿は自動的に翌々月号に掲載となります。

② 通知された掲載月以外に掲載希望の場合は専用投稿フォーマットの
“連絡事項”欄に明記して下さい。
❺原稿作成と投稿方法
① 原稿は専用投稿フォーマットを使用して作成して下さい。
② 制限字数は900字です。900字以内であれば掲載料は無料ですが，超
過した場合には超過分900字につき17,000円の有料掲載となります。

③ 専用フォーマット使用方法
　A） フォーマットに記載されている項目以外に項目が必要な場合は，

「記事内容」欄の中で表記して下さい。
　B） 数字，英文字は半角で入力して下さい。
　C） 機種に依存する文字の注意；機種に依存したり，インターネッ

トでの転送を保証されていないため使用できない文字がありま
すのでご注意下さい。

　　【使用できない文字例】
　　　・ 半角カナ；ｱｶｻﾀﾅ，記号（約物）；，。「（・/　等
　　　・ ローマ数字；ⅠⅡⅢⅣ，丸数字；①②③④
　　　※アルファベットの I，V，X，Vを組み合わせてローマ数字を表現。
　　　※文字の代わりに（1）（2）の表記を使用。
　　　※組文字は全角（株）（有）mm での表記にする。
　D） テキスト上で表現できない文字（外字，作字）については使用を

避けて下さい。なお，人名・地名等の固有名詞で止むを得ない
場合は●で代用し，投稿フォーマットの“連絡事項”に●印の指
示を記入して下さい。

　E） 文書中で書式指定（上付き，下付き，イタリック体）を希望の場
合は，タグ付け（HTML 形式）をして下さい。

　　【見本】・上付；P 
2＋→ P ＜SUP＞ 2 ＋＜/SUP＞

　　　　　・下付；CO 2 → CO ＜SUB＞ 2 ＜/SUB＞
　　　　　・イタリック；italic → ＜I＞ italic ＜/I＞

④ 原稿の作成が終わりましたら，画面下の送信内容確認ボタンをクリ
ックし，送信内容をご確認下さい。内容確認後，送信ボタンをクリ
ックすると投稿が完了します。投稿後，原稿の校正はできませんの
でご注意下さい。

⑤ 投稿完了後，受理通知メールが発信人宛に返信されます。受理通知
メールにて，受付番号，掲載予定号，投稿内容が確認できます。受
理通知メールが届かない場合は，正常に原稿が受理されていないお
それがありますので，必ず受理通知メールをご確認下さい。

⑥ 投稿原稿は，編集部により所定の様式に整理して掲載いたします。
❻送信後に大幅な訂正が生じた場合
① 原稿締切（当月 25）日まで；投稿フォーマットの“連絡事項”欄に

投稿した際の受理通知メールに記載の受付番号，受理通知メール受
信日と原稿差替えの旨を記入し再投稿して下さい。その際，E-mail

にて三美印刷宛その旨をご通知下さい。
②原稿締切日以降は原則として訂正はできません。
❼問合先
　【修正に関する問合せ】
　　三美印刷「化学と工業」誌編集部
　　電話（03）6807-8212　E-mail: kakou-shi@sanbi.co.jp

　【投稿・請求に関する問合せ】
　　日本化学会学術情報部「化学と工業」誌事務局
　　E-mail: kakoshi@chemistry.or.jp

“講演会・講習会”欄／／“研究発表会―発表募集”欄への投稿について
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　本会の共催・協賛・後援を希望される場合には，本会ホームページ
（www.chemistry.or.jp/application/sponsorship/index.html）より申請
をお願いしております。審査の後，諾否のお知らせをE-mailにてお送
りいたします。
　なお許諾の後，本誌“講演会・講習会”，“研究発表募集”，“研究発
表プログラム”欄への掲載を希望される場合は，それぞれの掲載要項

をご参照のうえ，本会ホームページよりご投稿下さい。

問合先　日本化学会　総務部「共催・協賛・後援」係
　　　　101-8307 東京都千代田区神田駿河台 1-5
　　　　電話（03）3292-6162　FAX（03）3292-6318
　　　　E-mail:　info@chemistry.or.jp
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